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４
・
27　
「
日
本
は
中
国
を
恐
れ
て
い
な
い
！
」

　

日
本
の
「
恐
共
症
」（
中
国
恐
怖
症
）
は
台
湾
で
嘲

笑
の
的
だ
が
、
日
本
の
対
台
湾
窓
口
・
交
流
協
会
の

内
田
勝
久
台
北
事
務
所
長
は
台
南
県
内
で
の
講
演

で
、「
日
本
は
中
国
を
恐
れ
て
お
ら
ず
、
台
湾
と
は

政
府
間
で
実
質
関
係
を
維
持
し
て
い
る
」
と
強
調
。

４
・
28　

花
博
で
台
湾
の
展
示
館
が
金
賞

　

四
十
ヵ
国
以
上
が
出
展
す
る
「
浜
名
湖
花
博
」
で
、

台
湾
の
展
示
館
が
金
賞
を
受
賞
。
同
館
は
胡
蝶
蘭
、

文
心
蘭
、
開
運
竹
、
ユ
リ
な
ど
を
出
展
し
て
い
る
。

４
・
30
〜
５
・
１　

ヨ
ッ
ト
レ
ー
ス
で
親
善
交
流

　

石
垣
港
沖
│
基
隆
港
の
約
二
八
〇
キ
ロ
を
結
ぶ
日

台
親
善
の
国
際
ヨ
ッ
ト
レ
ー
ス
が
開
催
さ
れ
た
。
隔

年
開
催
で
、
今
回
が
四
回
目
。

４
・
30　

呂
副
総
統
「
日
本
で
台
湾
関
係
法
を
」

　

呂
秀
蓮
副
総
統
は
小
林
興
起
衆
議
院
議
員
と
会
見

し
、
日
台
関
係
の
強
化
を
訴
え
、「
日
本
の
国
会
は

米
国
の
よ
う
に
、
台
湾
関
係
法
の
制
定
に
努
力
し
て

ほ
し
い
」
と
伝
え
た
。

５
・
12　

日
台
友
好
議
連
が
台
湾
支
持
要
求

　

自
民
党
の
日
本
台
湾
友
好
議
員
連
盟
（
小
林
興
起

会
長
）
は
政
府
に
対
し
、
台
湾
の
Ｗ
Ｈ
Ｏ
参
加
を
支

持
す
る
よ
う
要
求
。
ま
た
同
連
盟
は
、
李
登
輝
前
総

統
の
来
日
実
現
を
目
指
す
方
針
も
明
ら
か
に
し
た
。

５
・
17　

祖
父
の
遺
骨
探
し
で
呼
び
か
け

　

台
湾
生
ま
れ
の
日
本
人
岡
龍
男
氏
が
、
昭
和
十
四

年
に
亡
く
な
っ
た
祖
父
岡
今
吉
氏
の
遺
骨
を
探
し
に

台
北
市
を
訪
問
。
墓
は
明
石
総
督
と
同
じ
板
橋
墓
地

に
あ
っ
た
が
、
同
墓
地
は
す
で
に
な
い
。
ま
た
、
岡

氏
は
今
吉
氏
の
告
別
式
が
行
わ
れ
た
善
導
寺
で
法
要

を
営
ん
だ
。
同
寺
関
係
者
は
メ
デ
ィ
ア
を
通
じ
、
今

吉
氏
に
関
す
る
情
報
の
提
供
を
呼
び
か
け
た
。

５
・
17　

日
本
家
屋
の
保
存
運
動

　

産
経
新
聞
の
報
道
に
よ
る
と
、
再
開
発
予
定
の
台

北
市
錦
安
里
に
残
る
木
造
日
本
家
屋
十
三
棟
を
古
跡

と
し
て
保
存
す
る
よ
う
、
付
近
の
住
民
が
運
動
中
。

師
範
大
の
王
順
美
助
教
授
も
「
自
国
の
一
部
と
し
て

台
湾
を
統
治
し
た
日
本
人
の
真
剣
な
姿
勢
を
知
る
こ

と
が
で
き
る
」
と
、
古
跡
指
定
の
意
義
を
強
調
。

５
・
17　

那
覇
で
陳
総
統
就
任
祝
賀
会

　

那
覇
市
内
で
陳
水
扁
総
統
就
任
祝
賀
会
。
県
政
財

界
の
代
表
者
ら
約
四
百
人
が
出
席
。
稲
嶺
恵
一
知
事

も
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
寄
せ
、「
再
選
を
心
か
ら
喜
ぶ
。

台
湾
は
県
の
観
光
、
産
業
に
は
重
要
な
存
在
」
と
。

５
・
17　

Ｗ
Ｈ
Ｏ
で
の
日
本
の
支
持
に
感
謝

　

ジ
ュ
ネ
ー
ブ
で
開
幕
し
た
Ｗ
Ｈ
Ｏ
年
次
総
会
で
、

台
湾
の
オ
ブ
ザ
ー
バ
ー
参
加
申
請
は
、
今
年
も
中
国

の
圧
力
に
よ
り
反
対
多
数
で
却
下
。
し
か
し
日
本
が

初
め
て
賛
成
票
を
投
じ
た
た
め
、
台
湾
外
交
部
（
外

務
省
）
は
「
不
成
功
の
中
に
も
大
き
な
前
進
」
と
感

謝
。
も
ち
ろ
ん
中
国
政
府
は
不
快
感
を
表
明
。

５
・
18　

民
主
党
に
「
日
台
安
保
経
済
研
究
会
」

　

民
主
党
の
国
会
議
員
に
よ
る
「
日
本
台
湾
安
保
経

済
研
究
会
」
が
発
足
。
会
長
に
中
津
川
博
郷
、
幹
事

長
に
長
島
昭
久
、
事
務
局
長
に
大
江
康
弘
の
各
氏
が

就
任
。
約
三
十
名
が
参
加
し
た
。
中
国
の
脅
威
を
踏

ま
え
、
両
国
の
関
係
強
化
、
議
員
交
流
の
促
進
を
目

指
す
。
長
島
氏
は
「
日
華
」
で
は
な
く
「
日
台
」
の

パ
イ
プ
を
構
築
す
る
と
の
画
期
的
な
発
言
も
。

５
・
20　

青
田
街
の
日
本
家
屋
を
古
跡
指
定

　

台
北
市
は
青
田
街
に
あ
る
三
十
五
棟
の
木
造
日
本

家
屋
を
鑑
定
し
、
建
物
、
庭
な
ど
保
存
状
態
の
良
い

二
棟
を
古
跡
に
指
定
。
こ
の
家
屋
群
は
主
に
台
北
帝

大
教
授
な
ど
教
育
関
係
者
の
住
居
と
し
て
、
大
正
か

ら
昭
和
初
期
に
か
け
て
建
て
ら
れ
た
。

５
・
19　

石
原
都
知
事
が
台
湾
の
敵
に
憤
り

　

総
統
就
任
式
典
参
加
の
た
め
訪
台
し
た
石
原
慎
太

郎
都
知
事
は
、
蘇
貞
昌
・
台
北
県
長
を
訪
問
し
、

こ
れ
か
ら
の
日
本
と
台
湾
が
見
え
て
く
る

日
台
交
流
日
録 
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「
総
統
就
任
式
典
に
合
わ
せ
、
中
国
が
台
湾
を
威
嚇

す
る
声
明
を
発
表
し
た
こ
と
に
、
日
本
国
民
も
憤
っ

て
い
る
」
と
伝
え
た
。
石
原
知
事
は
そ
の
後
、
李
登

輝
前
総
統
と
も
会
見
し
た
。

５
・
20　

就
任
演
説
で
「
価
値
同
盟
」
強
調

　

陳
水
扁
総
統
は
就
任
演
説
で
、
台
湾
の
友
邦
と
し

て
特
に
米
国
と
日
本
を
挙
げ
、
台
湾
と
自
由
、
民
主

主
義
な
ど
の
「
価
値
同
盟
関
係
」
に
あ
る
と
強
調
。

５
・
21　

総
統
が
最
注
目
の
石
原
都
知
事
と
会
見

　

陳
水
扁
総
統
は
石
原
都
知
事
と
会
見
し
、
前
回
に

続
く
同
知
事
の
総
統
就
任
式
出
席
に
感
謝
し
た
。
石

原
知
事
は
自
前
の
憲
法
を
作
ろ
う
と
す
る
陳
総
統
に

敬
意
を
表
し
た
。
就
任
式
に
出
席
し
た
外
国
の
要
人

中
、最
も
注
目
を
浴
び
た
の
が
石
原
知
事
だ
っ
た
。

５
・
21　

総
統
の
娘
夫
妻
が
四
度
目
の
日
本
旅
行

　

陳
水
扁
総
統
の
長
女
の
陳
好
妤
さ
ん
夫
妻
が
休
暇

で
大
阪
に
。
夫
妻
の
日
本
旅
行
は
一
昨
年
の
新
婚
旅

行
以
来
、
今
回
で
す
で
に
四
回
目
。

５
・
24　

東
大
に
台
湾
法
律
研
究
講
座

　

東
京
大
学
は
台
湾
の
富
邦
文
教
基
金
会
の
協
力

で
「
台
湾
法
律
研
究
講
座
」
を
開
設
。
来
春
の
開
講

後
は
戦
前
戦
後
の
台
湾
の
法
律
文
化
な
ど
を
研
究
す

る
。
開
設
調
印
式
で
佐
々
木
毅
学
長
は
「
日
台
の
学

術
交
流
拡
大
に
全
力
を
尽
く
す
」
と
語
っ
た
。
羅
福

全
駐
日
代
表
は
「
多
く
の
台
湾
人
が
学
ん
だ
東
大
の

発
展
は
台
湾
の
人
材
育
成
の
縮
図
。
台
湾
近
代
化
の

軌
跡
が
解
明
さ
れ
る
こ
と
を
希
望
す
る
」と
述
べ
た
。

５
・
25　

新
幹
線
第
一
号
列
車
が
台
湾
に
到
着

　

日
本
で
「
の
ぞ
み
」
を
ベ
ー
ス
に
製
作
さ
れ
た
台

湾
新
幹
線
の
第
一
号
列
車
が
高
雄
港
に
到
着
。
九
月

か
ら
高
雄
│
台
南
間
で
試
運
転
を
開
始
す
る
。

５
・
27　
「
日
本
は
リ
ー
ダ
ー
た
れ
」
と
羅
代
表

　

羅
福
全
駐
日
代
表
は
都
内
で
講
演
を
行
い
、「
ア

ジ
ア
の
安
全
に
日
米
同
盟
は
重
要
。
日
本
は
受
動
外

交
の
殻
を
破
り
、
ア
ジ
ア
の
リ
ー
ダ
ー
と
し
て
積
極

的
に
責
任
を
担
っ
て
ほ
し
い
」
と
述
べ
た
。

５
・
29　

八
田
技
師
の
胸
像
が
台
湾
か
ら

　

戦
前
、
台
湾
南
部
で
嘉
南
大
圳
を
作
っ
た
八
田
與

一
技
師
の
胸
像
除
幕
式
が
、
同
技
師
の
故
郷
金
沢
市

の
「
ふ
る
さ
と
偉
人
館
」
で
行
わ
れ
た
。
台
湾
の
許

文
龍
・
奇
美
実
業
会
長
が
同
市
に
寄
贈
し
た
。

６
・
１　

屏
東
に
福
田
繁
雄
氏
の
マ
グ
ロ
像

　

黒
マ
グ
ロ
の
産
地
と
し
て
知
ら
れ
る
屏
東
県
東
港

の
芸
術
公
園
で
、
グ
ラ
フ
ィ
ッ
ク
界
の
巨
匠
福
田
繁

雄
氏
に
よ
る
黒
マ
グ
ロ
の
彫
刻
の
除
幕
式
が
盛
大

に
。
同
県
は
黒
マ
グ
ロ
で
観
光
誘
致
を
推
進
中
。

６
・
２　

台
北
│
広
島
に
定
期
航
空
路
線

　

中
華
航
空
が
新
設
し
た
台
北
│
広
島
定
期
航
空
路

線
が
営
業
を
開
始
。
第
一
便
で
来
日
し
た
亜
東
関
係

協
会
の
許
水
徳
会
長
は
、
姉
妹
都
市
関
係
の
締
結
や

修
学
旅
行
な
ど
の
交
流
活
動
に
期
待
を
示
し
た
。

６
・
２
〜
３　

日
台
Ｎ
Ｇ
Ｏ
フ
ォ
ー
ラ
ム
が
開
催

　

海
外
で
の
人
道
支
援
で
実
績
の
あ
る
日
本
の
Ｎ
Ｇ

Ｏ
と
の
協
力
強
化
の
た
め
、
台
湾
外
交
部
は
台
北
市

内
で
第
二
回
日
台
Ｎ
Ｇ
Ｏ
フ
ォ
ー
ラ
ム
を
開
催
。
治

療
を
要
す
る
イ
ラ
ク
の
子
供
達
を
台
湾
の
病
院
で
受

け
入
れ
る
協
力
案
も
提
示
。

６
・
５　

台
湾
の
人
気
ド
ラ
マ
が
日
本
上
陸

　

東
京
Ｍ
Ｘ
テ
レ
ビ
が
、
台
湾
で
大
人
気
の
恋
愛
ド

ラ
マ
「
ラ
ベ
ン
ダ
ー
」（
原
題
・
薫
依
草
）
の
放
映
を

開
始
。
同
局
は
韓
国
ド
ラ
マ
ブ
ー
ム
の
火
付
け
役
。

視
聴
者
の
「
台
湾
」
へ
の
反
応
が
注
目
さ
れ
る
。

 

６
・
７　

日
本
か
ら
の
輸
入
額
が
急
増

　

台
湾
財
政
部
（
財
務
省
）
の
発
表
で
は
、
五
月
の

輸
出
入
額
は
と
も
に
単
月
と
し
て
過
去
最
高
。
輸
入

で
は
電
子
関
連
に
加
え
、
新
幹
線
車
両
の
輸
入
が
始

ま
っ
た
日
本
か
ら
が
前
月
比
五
〇
・
三
％
増
の
三
十

三
億
四
千
八
百
八
十
万
ド
ル
。

６
・
７　

昭
和
天
皇
の
御
召
列
車
が
公
開

　

大
正
十
二
年
の
皇
太
子
殿
下（
後
の
昭
和
天
皇
）の

台
湾
行ぎ
ょ
う
け
い啓で
使
用
さ
れ
た
御お

召め
し

列
車
が
一
般
公
開
。

内
部
に
施
さ
れ
た
彫
刻
の
豪
華
さ
な
ど
に
、
鉄
道
管
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理
局
は
「
金
で
は
買
え
な
い
宝
物
」
と
強
調
。
将
来

は
鉄
道
博
物
館
を
開
設
し
て
展
示
す
る
計
画
も
。

６
・
７　

日
本
時
代
の
工
場
が
国
指
定
古
跡
に

　

高
雄
市
の
市
指
定
古
跡
だ
っ
た
日
本
時
代
の
台
湾

煉れ
ん

瓦が

株
式
会
社
の
工
場
が
、
同
市
初
の
国
指
定
古
跡

に
昇
格
し
た
。
島
内
が
建
設
ブ
ー
ム
に
沸
い
て
い
た

大
正
二
年
（
一
九
一
三
年
）
に
建
設
さ
れ
た
。

６
・
８　

王
俠
軍
ガ
ラ
ス
ア
ー
ト
展
が
開
幕

　

現
代
ガ
ラ
ス
ア
ー
ト
の
世
界
的
作
家
、
王
俠
軍
氏

の
作
品
展
が
、
都
内
の
上
野
の
森
美
術
館
で
開
幕
。

書
道
、
仏
教
な
ど
を
モ
チ
ー
フ
と
し
た
、
王
氏
の
代

表
的
作
品
を
多
数
展
示
。

６
・
13　

新
駐
日
副
代
表
が
意
気
込
み
表
明

　

駐
日
副
代
表
へ
の
就
任
が
内
定
し
、
年
末
の
選
挙

戦
か
ら
離
脱
す
る
台
湾
団
結
聯
盟
の
陳ち
ん

鴻こ
う

基き

副
幹
事

長
は
、「
政
党
よ
り
国
家
が
大
事
」
と
意
気
込
み
を
表

明
。
陳
氏
は
台
日
国
会
議
員
聯
誼
会
の
幹
事
長
。

６
・
15　

来
日
観
光
客
数
で
台
湾
は
二
位

　

平
成
十
五
年
度
の
観
光
白
書
に
よ
れ
ば
、
同
年
度

に
来
日
し
た
外
国
人
観
光
客
は
、
過
去
最
高
の
五
百

三
十
四
万
人
。
国
別
で
台
湾
は
七
十
九
万
人
で
、
韓

国
に
つ
い
で
第
二
位
。

６
・
16　

ダ
イ
エ
ー
の
始
球
式
に
民
視
社
長

　

台
湾
の
テ
レ
ビ
局
「
民
視
」
の
陳
剛
信
社
長
が
、

福
岡
ド
ー
ム
球
場
で
行
わ
れ
た
ダ
イ
エ
ー
│
近
鉄
戦

の
始
球
式
に
登
場
。
同
局
は
二
年
前
か
ら
ダ
イ
エ
ー

の
公
式
戦
を
週
一
回
放
映
し
て
い
る
が
、
視
聴
率
は

良
好
で
、
ダ
イ
エ
ー
フ
ァ
ン
も
急
増
中
だ
。

６
・
18　

「
日
本
時
代
展
」
を
提
案

　

陳
其
南
・
文
化
建
設
委
員
会
主
任
委
員（
閣
僚
）は

交
流
協
会
の
内
田
勝
久
台
北
事
務
所
長
と
会
見
し
、

日
本
時
代
の
文
物
展
の
日
台
共
催
を
提
案
。
台
湾
の

学
界
で
は
当
時
の
近
代
化
の
歴
史
に
関
心
が
高
ま
り

始
め
て
い
る
と
い
う
。

６
・
18　

林
明
日
香
さ
ん
が
李
登
輝
氏
を
訪
問

　
『「
武
士
道
」解
題
』な
ど
で
李
登
輝
前
総
統
の
大

フ
ァ
ン
に
な
っ
た
歌
手
の
林
明
日
香
さ
ん
が
渡
台
し
、

李
氏
と
面
会
し
た
。
歌
を
披
露
し
た
林
さ
ん
に
、
李

氏
は
「
あ
な
た
の
声
は
天
性
の
も
の
」
と
絶
賛
。
林

さ
ん
は
今
年
十
五
歳
で
、
台
湾
で
も
人
気
が
あ
る
。

６
・
18　

台
湾
大
地
震
の
被
災
地
か
ら
神
戸
視
察

　

台
湾
大
地
震
の
被
災
地
、
彰
化
県
の
翁
金
珠
県
長

ら
が
、
阪
神
淡
路
大
震
災
の
被
災
地
、
神
戸
市
の
震

災
復
興
状
況
を
視
察
。
住
民
と
も
親
睦
を
深
め
た
。

６
・
19　

台
湾
産
マ
ン
ゴ
ー
が
大
量
出
荷
へ

　

台
南
県
左
鎮
郷
に
日
本
企
業
出
資
の
マ
ン
ゴ
ー
蒸

気
熱
処
理
工
場
が
完
成
。
す
で
に
日
本
か
ら
一
四
〇

〇
ト
ン
の
マ
ン
ゴ
ー
を
受
注
し
て
お
り
、
七
月
に
は

出
荷
さ
れ
る
。
こ
れ
ま
で
日
本
で
毎
年
消
費
さ
れ
る

台
湾
産
は
一
〇
〇
ト
ン
に
も
満
た
な
か
っ
た
。

６
・
19　

総
統
夫
人
が
観
光
で
来
日

　

総
統
夫
人
の
呉
淑
珍
さ
ん
が
、
東
京
と
北
海
道
の

観
光
で
来
日
。
Ｖ
Ｉ
Ｐ
待
遇
で
通
関
後
、
都
内
で
買

物
を
楽
し
ん
だ
。
宿
泊
の
ホ
テ
ル
は
中
国
大
使
館
に

近
く
、
警
視
庁
は
厳
重
警
備
。

６
・
22　

羅
代
表
の
パ
ー
テ
ィ
ー
に
森
前
首
相
ら

　

羅
福
全
駐
日
代
表
は
離
任
に
先
立
ち
、
都
内
の
ホ

テ
ル
で
感
謝
の
パ
ー
テ
ィ
ー
を
開
催
。
森
喜
朗
前
首

相
、
福
田
康
夫
前
官
房
長
官
ら
元
閣
僚
や
議
員
な
ど

を
含
む
、
お
よ
そ
四
百
人
が
出
席
。

６
・
24　

台
湾
ト
ッ
プ
モ
デ
ル
が
親
善
大
使

　

国
土
交
通
省
が
観
光
客
倍
増
の
た
め
推
進
中
の

「
ビ
ジ
ッ
ト
・
ジ
ャ
パ
ン
・
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
」
で
、
台

湾
の
ト
ッ
プ
モ
デ
ル
林
志
玲
さ
ん
が
親
善
大
使
に
。

林
さ
ん
は
東
京
で
の
語
学
留
学
の
経
験
が
あ
る
。

６
・
26　
「
天
皇
献
上
」
の
台
湾
産
コ
ー
ヒ
ー
豆

　

フ
ジ
サ
ン
ケ
イ
・
ビ
ジ
ネ
ス
ア
イ
の
報
道
に
よ
れ

ば
、
台
湾
産
コ
ー
ヒ
ー
豆
が
近
く
商
品
化
さ
れ
、
日

本
市
場
へ
進
出
の
見
通
し
。
な
か
で
も
雲
林
県
古
坑

の
コ
ー
ヒ
ー
豆
は
日
本
時
代
の
「
天
皇
献
上
品
」
で
、

日
本
へ
の
「
切
り
札
」
に
な
る
可
能
性
も
。

【
永
山
英
樹
】


